
1 

1000 c/sイ ン パータに ついて

森 光 一一

岡 田 粂

On the 1000 c/s SCR Inverter 

Mitsuzo b在ORI

Kurneji OKADA 

SCR inverter， 100 W 1000 cjs， was made and tested. DC source is 30 V lead battery， 

and AC load is fluorescent lamp FL-40 W. The rapid start type fluorescent lamp is 

easily made using heater coils or resonance circuit at AC 1000 cjs. Efficiency of the 

inverter at the resistance load reached to 65%. 

1 . 回 路 定 数

出力100 W， 1000 c /s のSC R イ ンパ ー タ を試作 し
た。 回路は図- 1 。 改良型他制 式イ ン バー タ と 呼ばれ
るも のである。 S C Rは 2S F59X。 変圧器鉄心は
厚さ 0 . 3mm の方向性珪素鋼帯の巻鉄心の カ ッ ト ・
コ アである。 断面積7 . 2cm '平均磁路長35cm。 電源、は
30V蓄電池を用いた。 変圧器の一次巻線の巻数N， は
次の よ う に して決める。 鉄心中の磁束@が直線的に変
るも の とすれ ば
晶 dKtE=N三笠ー=N，一一一一=N，K， ID=Kt 'Tt-J."dt 

eは半周期で最大値 IDm に達するから
T _T7 1 IDm= K 一一一=K 一一 一2 �� 2f 

Nl=�= __E ，- 2 IDmf - 2B 市Sf
こ こで E=電源、電圧=30V
S =鉄心断面積=7 . 2X lO-'m '
f=交流周波数= 1000c /s
B m=最大滋束密度= 1 . 0 Wb/m '
B 怖をい くらに とるかが問題であるが， 1 . 0 Wb/m ' 
ではまだ飽和しないので， こ の値に とれ ば

30 N，=- 一一一一一一ー←ーτ一一一一=20 . 82X 1 . 0X 7 .2X lO-' X1 00 0 
N，は20回 とする。 一次巻線N，'I140回 と し， 中心か
ら タ ッ プを出 し ， これを電池の+ 極に接続する。 N，の
10 回目 の と こ ろ から タップを 出し帰還ダイオー ドに接
続する。 負荷にはけい光灯を点 灯することに し， ヒー
タ ・ コ イ ルは7 V， 5回， 出カコイノレは180 V1 20 回と
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した。 けい 光灯の起動をよ く するため， 管 と 笠と の聞
に240Vを与え るため160回の コ イ ルを設けた。
転流コ ン デンサC ，の容量は 5 μF と した。 こ の計算
は次の式に よ ったが， こ の 式の由来は よ く わ か ら な
し、。

_ toI _ 3OX lO-'X 5 C，= �' . ...V"�� "... - 5 X10-'= 5μF 
こ こ で to = S C Rのタ ー ン ・ オフ時間= 30μs
1 =変圧器一次電流= 5 A
V =変圧器一次電圧= 30V
入力を150 Wと し， 1を 5 Aに と った。
L ，の大さは， C ，と の共振周波数が 1000c/S に 近 く
な る よ うに と り ， 10mH と し， 普通の変圧器の 鉄心に
空隙を設ける。

2. インバータの動作

図- 1 で， 変圧器T ，は10 ∞c/Sの方形波の電流(15 .
mA)を整流器D " D ，を経て S C Rの ゲー ト に流す。
S C R ， が導通する と ， N， 'には電源電圧の 2 倍の電
圧を 生じ， これに よ っ て転流コ ン テ" '/サが下側を+に
して 充電される。 半周期の後S C R ， の ゲー ト に電流
が流れる と S C R ，が導通し， C ，の +電荷が S C R ，
の陰 極に加わるから， S C R ， の電流を し ゃ断する。
C ，の電荷はS C R" L " D， を 通っ て放電するo S 
CR，の電流が切れる と きにN， には高い電圧を 誘導す
る。 こ の電圧が電源電圧よ り 高 く なると ， D ，を通じ
て 放電するから， S C R ， が切れる と き の 誘導電圧を
あ まり 高 く な らない よ う に押え る。 改良型 並 列イ ンパ
ータ の特長は， 普通の 並 列イ ン バー タ に比べて， 負荷
の変動に よ る電圧の変動が 少な く ， 無負荷にて も転流
が可能な こ と である。

3. 1000 c/s 方形波発振器

こ の回路は図- 1 の左の部分で， 変庄器T " C ， ト
ランジス タ 26B218 より な る。 T ，は 空隙を有するO
発振の原理は， た と えば左の ト ランジス タが早 く 導通
した としよ う。 この と き L ，の 誘導起電力 でC.の 充電
々流が流れるがこ の電流の方向は 左の ト ランジス タ の
コ レ クタ電流を保持し， 右の ト ラン ジス タ の電流を切
る よ うにな っている。 充電々流が次第に減小して 0 に
近くな る と右の ト ラン ジス タに 電流が流れる。 こ の と
きの C.の 充電々流は前 と逆にな り ， 左の ト ランジス
タ の電流を切る。 後は前と 同 じ よ う な こ と を 繰 り 返 し
て， 写真一 1 の よ う な方形波の電圧を 発生する 。 周期
T はC .の 充電回路の時定数C Rの約 4 倍である。

写真- 1 信号電流波形

抵抗を 2 X 103 . 7.Q，とすれば
T = 4 X1 .2X lO-'X 2 X103 . 7 = 996 X10 → 
f =っiJ蜘/S
周波数はカ ウ ン タ で測 り ， 抵抗で調整するが， 抵抗
O . Hlの変化で周波数は 1 c/s 変る。

4 . 波 形 と 効率

回路では一次コ イ ルの両端から 10回の と こ ろに タ ッ
プを出 して， 帰還ダイ オ ー ドに直接接続しているが ，
こ の場合の 負荷端子電圧の波形が写真一 2 (ひずみ率
9 %)， 負荷電流波形が写真一 3 ( ひずみ率6 . 5%) で
かな り 正 弦波に近 L 、。

写真 2 負荷端子電圧波形

写真- 3 負荷電流波形

抵抗負荷に対する効率を測定したも のが， 図 2 で
最高65% と な った。 60 サイ クノレ用の 計器を1000サ イ ク
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写真一 5 けい 光灯管電圧10 ∞c/s 図�4

図- 3 の よ うにけ い光灯の 光をガス入銀 セシ ウ ム 光 C の端子に高い電圧を 発生する から ， こ の電圧にて 管
電管にうけて 光の波形を 撮影 した も のが写真一 6 で， を起動し， 点 灯後は共振がは ずれ， 普通の 状態で点灯
周波数の高い方が1 ∞0サ イ クノレ， 低い方が60サ イ クル する がCは 管に 並列についたままで ある。 1∞0サイク

ノレに用 いたからあま り 正確な も の と はいえな L、。
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負荷をF L-40 Wけい 光灯と し， ヒー タ を 7 V で加
熱， ヒー タ と 笠の聞に 240V を加え る と ， ス イ ッ チを
入れる と 同時に点 灯する。 60c/s で- 点灯した場合のけ
い 光灯管電庄は写真一 4 0 10 ∞c/s で点灯した場合の
けい 光灯管電圧は写真一 5 で， この方が正 弦波に近 く
な っ てい る。

写真-4 けい 光灯管電圧6Oc/s
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図- 3

写真- 6 けい 光灯光波形

で点 灯した場合 で、あ る。 同 じ ワ ッ ト な ら周波数が高い
方がけい 光灯が明 る いとい うこ とが， こ の写真から も
推察される。

5 .  共振回路に よるけい光灯の起動

ヒー タ・ コ イ ルを用い ず， 図- 4 に 示すよ うにC と
L の直列共振回路を作る起動の と き C と Lが共振して
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ノレて、は こ の共振回路に よ る起動が 容易に実現でき， 直
流側のス イ ッ チを入れる と 同時に点灯する。
C =0. 35μF L=58 . 8mH 
が適当であった。 共振周波数は1110c/s と な り 1000c/s

よ り すこ し ずれて いる。 起動電流約 1 A， 共振時のC
の電圧は 480 V， 点灯後の電流は 0 .46A であっ た。

(昭和40 . 10 . 30受付)


